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米国 New Directions in Biology and Disease of Skeletal Muscle Conferenceでの 

NS-065／NCNP-01に関する発表のお知らせ 

 

 

日本新薬株式会社（本社：京都市南区、社長：前川重信、以下 当社）は、6 月 25 日（月）か

ら 29日（金）の期間、ルイジアナ州ニューオーリンズで開催される、New Directions in Biology 

and Disease of Skeletal Muscle Conferenceにおいて、デュシェンヌ型筋ジストロフィー（DMD）

治療剤 NS-065／NCNP-01*に関するプレゼンテーションが行われることを、以下の通りお知ら

せします。 

記 

発表日時 （米国中部標準時）2018年 6月 27日（水）発表時間は未定 

演者および 

演題名 

１．Paula Clemens、ピッツバーグ大学 

DMD男児におけるNS-065／NCNP-01の安全性、認容性、薬物動態、 

薬力学に関する第二相用量設定試験（米国） 

 

２．小牧 宏文、 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター（NCNP） 

DMD患者におけるエクソン 53スキッピング薬NS-065／NCNP-01の第一

／二相用量設定試験（日本） 

 

*：本剤は、DMDに対する治療効果が期待されるモルフォリノ化合物で合成されたアンチセン

ス核酸と呼ばれる核酸医薬品であり、当社とNCNP（小平市、理事長：水澤英洋、理事：武田

伸一）が共同で見出した、DMD治療における重要な選択肢として期待されている薬剤です。 
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